
2022 年５月１日 聖日礼拝 
インターネットの礼拝映像配信は９時より。11 時からは録画を視聴できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■聖歌１３４「おおくのかむり」（１～３節） 
①主のよみがえり   地よ ことほげ いざ よろこびの   こえもたかく  

主はわれらをば   うつしませり 死よりいのちへ   地よりあめに   
 
②とわのひかりを みとめし いま われらは悪と 手をきるをえん   

いとも きよらの あまつ うたに 歌ごえ あわせん われらもまた  
 
③主のよみがえり あめよ うたえ 地なる ももちの たみも 立ちて  

うたごえ とわに あめにひびき 喜び ながく 地をばみたさん 
 
 
 

■「主はぶどうの木」 （※→★→※の順で歌う） 
※主はぶどうの木 わたしは枝です いつも離れずに 

主はぶどうの木 わたしは枝です 豊かな実を結ぶ 
 
★みことばに留まり 愛に生きるなら 

この世は知るでしょう 主の救いと 癒し 
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■主の祈り  天にましますわれらの父よ。ねがわくは 御名
み な

をあがめさ
せたまえ。御国

み く に

をきたらせたまえ。御心
みこころ

の天になるごとく、地にもなさせ
たまえ。われらの日用

にちよう

の糧
かて

を今日もあたえたまえ。われらに罪をおかすも
のを われらが 赦すごとく、われらの罪をも赦したまえ。われらを こ
ころみにあわせず 悪より救いいだしたまえ。国と力と栄えとは かぎり
なく なんじのものなればなり。アーメン 
 
 
■交読 詩篇１２１篇１～８節 
１ 私は山に向かって目を上げる。   

私の助けは どこから来るのか。 
２ 私の助けは主から来る。 

天地を造られたお方から。 
 
３ 主は あなたの足をよろけさせず 

あなたを守る方は まどろむこともない。 
４ 見よ イスラエルを守る方は 

まどろむこともなく 眠ることもない。 
５ 主はあなたを守る方。 

主はあなたの右手をおおう陰。 
６ 昼も 日があなたを打つことはなく 

夜も 月があなたを打つことはない。 
 
７ 主は すべてのわざわいからあなたを守り 

あなたのたましいを守られる。 
８ 主はあなたを 行くにも帰るにも 

今よりとこしえまでも守られる。 
 
 
■使徒信条  われは天地のつくりぬし、全能の父なる神を信ず。われは
そのひとりご、われらの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて
やどり、おとめマリヤよりうまれ、ポンテオ・ピラトのもとにくるしみを
うけ、十字架につけられ、死にてほうむられ、よみにくだり、三日目に  
死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父なる神の右に座したま
えり。かしこよりきたりて 生けるものと死にたるものとを さばきたま
わん。われは聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒のまじわり、罪のゆる
し、からだのよみがえり、とこしえのいのちを信ず。アーメン 



■聖書朗読 ルカの福音書２４章１３～３１節 
13 ところで、ちょうどこの日、弟子たちのうちの二人が、エルサレムか

ら六十スタディオン余り離れた、エマオという村に向かっていた。 
14 彼らは、これらの出来事すべてについて話し合っていた。 
15 話し合ったり論じ合ったりしているところに、イエスご自身が近づい

て来て、彼らとともに歩き始められた。 
16 しかし、二人の目はさえぎられていて、イエスであることが分からな

かった。 
17 イエスは彼らに言われた。「歩きながら語り合っているその話は何の

ことですか。」すると、二人は暗い顔をして立ち止まった。 
18 そして、その一人、クレオパという人がイエスに答えた。「エルサレム

に滞在していながら、近ごろそこで起こったことを、あなただけがご
存じないのですか。」 

19 イエスが「どんなことですか」と言われると、二人は答えた。「ナザレ
人イエス様のことです。この方は、神と民全体の前で、行いにもこと
ばにも力のある預言者でした。 

20 それなのに、私たちの祭司⾧たちや議員たちは、この方を死刑にする
ために引き渡して、十字架につけてしまいました。 

21 私たちは、この方こそイスラエルを解放する方だ、と望みをかけてい
ました。実際、そればかりではありません。そのことがあってから三
日目になりますが、 

22 仲間の女たちの何人かが、私たちを驚かせました。彼女たちは朝早く
墓に行きましたが、 

23 イエス様のからだが見当たらず、戻って来ました。そして、自分たち
は御使いたちの幻を見た、彼らはイエス様が生きておられると告げた、
と言うのです。 

24 それで、仲間の何人かが墓に行ってみたのですが、まさしく彼女たち
の言ったとおりで、あの方は見当たりませんでした。」 

25 そこでイエスは彼らに言われた。「ああ、愚かな者たち。心が鈍くて、
預言者たちの言ったことすべてを信じられない者たち。 

26 キリストは必ずそのような苦しみを受け、それから、その栄光に入る
はずだったのではありませんか。」 

27 それからイエスは、モーセやすべての預言者たちから始めて、ご自分
について聖書全体に書いてあることを彼らに説き明かされた。 

28 彼らは目的の村の近くに来たが、イエスはもっと先まで行きそうな様
子であった。 

29 彼らが、「一緒にお泊まりください。そろそろ夕刻になりますし、日も
すでに傾いています」と言って強く勧めたので、イエスは彼らととも
に泊まるため、中に入られた。 

30 そして彼らと食卓に着くと、イエスはパンを取って神をほめたたえ、
裂いて彼らに渡された。 

31 すると彼らの目が開かれ、イエスだと分かったが、その姿は見えなく
なった。 

 



■新聖歌３３６「日暮れて闇はせまり」（１～３節） 

①日暮れて やみはせまり わがゆくて なお遠し 

 助けなき身の頼る 主よ ともにやどりませ 

 

②いのちの おわり近く 世の栄え うつりゆく 

 とこしえに 変わらざる 主よ ともにやどりませ 

 

③うつりゆく 世にありて 誘惑は なお強し 

 ただ主こそ わがちから 主よ ともにやどりませ 
 

 
■頌栄 聖歌３７６「父 御子 御霊の」 
 父・御子・みたまの おおみかみに とこしえかわらず 

御栄えあれ 御栄えあれ アーメン 
 
 
 
【自宅での礼拝の手引き】  
・招詞   招詞を読みます 
・賛美   歌います 
・主の祈り 主の祈りを祈ります 
・交読   交読箇所を読みます 
・礼拝祈祷 次の言葉を祈りましょう 

「天の父なる神様。今、あなたの御前で礼拝をささげられ
ることを感謝します。兄弟姉妹と場所は異なりますが、心
を一つにして礼拝をささげます。主の臨在を、今、ここに
現してください。私たちの救い主、イエス・キリストの御
名によって祈ります。アーメン」 

・使徒信条 使徒信条を告白します 
・聖書朗読 聖書朗読箇所を読みます 
・説教   聖書朗読箇所を思い巡らしましょう 
・賛美   歌います 
・献金   主から受けたものの中で私がささげられるものや分かち

合えるものは何か思い巡らしましょう。それをささげな
がら歩めるように主の助けを祈りましょう。 

・頌栄   頌栄をささげます 
・祝祷   心の中で祝祷を読み、最後に「アーメン」と告白しましょう 

「願わくば 主イエス・キリストの恵み 父なる神の愛 
聖霊の親しい交わりが教会員一同の上に とこしえにあ
りますように アーメン」 


